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札幌市障がい者ＩCＴサポートセンター 
 

2021年度 パソコン・ タブレット講習受講者募集 
今月は2022年2月の受講者を募集いたします！     

障がいのある方を対象としたパソコン＆タブレット講習会のご案内 

この講習は、障がいがある方を対象として①パソコン、あるいは②タブレット―iPad（アイ
パッド）、Android（アンドロイド）―が学べます。例年、団体クラスと個別対応クラスを併
設しておりましたが、今年度も昨年同様新型コロナウイルスの状況への対応を踏まえ、社会
的距離を確保するために、講師と受講者の一対一での講習の個別対応クラスのみ用意して
います。  

１ 対象者 
①札幌市内にお住まいの、障がいがある方。年齢は問いません。 

②講習内容で扱う、パソコン、タブレット―iPad（アイパッド）、Android（アンドロイド）
に初めて触れる方をはじめ、入門者、初心者が対象です。 

２ 講習内容 （この中から1科目選択ください。いずれも個別対応クラスのみです。） 
聴覚に障がいのある方には筆談サポート、あるいは手話通訳が対応し、受講いただけます。 

（1）パソコン入門（Windows10のパソコンで講習します。）  
①パソコンの基本操作（電源の入れ方からマウスの操作など） 
②文書の作成（文字の入力、文章の作成、ファイルの保存など ）  

  使用するソフト:ワード（※視覚に障がいのある方の使用ソフト：マイエディット） 

（2）iPad（アイパッド）基本 

①電源の入れ方から始まり、基本的な機能と操作の入門です。 

②視覚に障がいのある方には、画面の拡大機能、音声機能―VoiceOver（ボイスオー
バー）、Siri（シリ）―が活用できます。 

（3）iPad（アイパッド）アプリ  
入門コースのおさらいから始まり、扱うアプリ（ソフト）の数が多くなります。   

（4）IoT入門 
タブレットのAndroid（アンドロイド）とスマートスピーカーの操作についての講習です。  

3 受講時間 
１人あたり10時間（曜日毎４回×2時間30分の講習です） 

4 募集定員等  

2022年2月について募集します（詳しくは次ページの「10 講習日程」をご覧くださ
い）。ただし、上肢などに障がいのある方についてはその状況により、こちらで用意している自
助具等に適合するかなど、事前に機器の下見が必要となる場合があります。電話・FAXで
下見についてご確認の上、お申し込みください。 

5 講習会場 
札幌市北区北７条西６丁目１番地 北苑ビル２階（札幌チャレンジド内） 
札幌市障がい者ＩＣＴサポートセンター 講習会場 
[最寄駅]ＪＲ札幌駅・地下鉄南北線さっぽろ駅・地下鉄東豊線さっぽろ駅 
[所要時間]ＪＲ札幌駅西口 コンコース北口から徒歩5分 
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6 受講料 テキスト代等（2,000円） 

7 申し込み方法等 

裏表紙（8ページ）の申込書に必要事項をご記入のうえ、期日までに郵送または
ファックスでお申し込みください。 

電話での申し込みも受け付けいたします。その際に必要事項を確認させていただきます。 

（締め切り） ①2022年2月講習会：2021年12月28日（火）必着。 

 ■申し込み記載事項 

（1）氏名 (ふりがな) （2）年齢 （3）性別 （4）住所（5）電話番号  

（6）障がいの種別及び状況  

（7）①受講希望月と曜日②希望する講習 

（例）①2022年2月 火曜 ②パソコン入門 

（8）パソコン、タブレットの操作歴 

パソコン講習希望の視覚障がい又は盲ろうの方は、次の（９）、（1０）についてもお
知らせください。 

（９）「音声読み上げソフト」または「画面拡大機能」のどちらを使用するか 

（1０）講習で使用する機器の文字の入力方法は、「６点入力」と「フルキー入力」のどち
らで行うかの選択 

8 申し込み及び問合せ先 

   〒060-0807 札幌市北区北７条西６丁目１番地 北苑ビル２階 (札幌チャレンジド内) 

札幌市障がい者ＩＣＴサポートセンター TEL:011-769-0841 FAX:011-769-0842 

9 受講の決定 

● 応募者が多数で定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。 

● 希望する受講日と内容によっては、日程調整の相談をさせていただくことがあります。 

● 詳細は、応募後に当センターからお送りする「受講決定通知」でご確認ください。 

● また、円滑な講習実施のため、事前に障がい状況等について確認の連絡をする場合が
ありますのでご了承願います。 

10 講習日程            ＿                                 

＿■2022年2月実施分（2021年12月28日までに申し込み） 

※入室の際はマスクの着用と手のアルコール消毒、体温測定をお願いします。 

曜日 実施日 時間帯 定員 

月曜 7日、14日、21日、28日 

午前10時00分～ 

午後0時30分   
２名/１日 火曜 1日、 8日、15日、22日 

木曜 3日、10日、17日、24日 
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2021（令和3年）/December（12月） 

Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat 

   1 

㊌午前 ICT
講習 ① 

2 3 

㊎午前 ICT
講習 ① 

4 

5 6 

㊊午前 ICT
講習 ① 

7 

 

8 

㊌午前 ICT
講習 ② 

9 

 

10 

㊎午前 ICT
講習 ② 

11 

12 13 

㊊午前 ICT
講習 ② 

14 

 

15 

㊌午前 ICT
講習 ③ 

16 

 

17 

㊎午前 ICT
講習 ③ 

18 

19 20 

㊊午前 ICT
講習 ③ 

21 

 

22 

㊌午前 ICT
講習 ④ 

23 

 

24 

㊎午前 ICT
講習 ④ 

25 

 

26 27 

㊊午前 ICT
講習 ④ 

28 

仕事納め 

29 

冬期休業 

30 

冬期休業 

31 

冬期休業 

 

2022（令和4年）/January（1月） 

Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat 

      1 

元日 

2 

 

3 

冬期休業 

4 

冬期休業 

5 仕事始め 

㊌午前 ICT
講習 ① 

6 

㊍午前 ICT
講習 ① 

7  ㊎午前 
ICT講習 ① 

通信発送日 

8 

9 10 

成人の日 

11 

 

12 

㊌午前 ICT
講習 ② 

13 

㊍午前 ICT
講習 ② 

14  

㊎午前 ICT
講習 ② 

15 

16 17 

 

18 

 

19 

㊌午前 ICT
講習 ③ 

20 

㊍午前 ICT
講習 ③ 

21  

㊎午前 ICT
講習 ③ 

22 

 

23 24 

 

25 

 

26 

㊌午前 ICT
講習 ④ 

27 

㊍午前 ICT
講習 ④ 

28 

㊎午前 ICT
講習 ④ 

29 

30 31      
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就労移行支援メンバー募集 
 

就労移行支援グループでは、企業で働きたい皆さんの就職活動をサポートします。 

ご関心のある方は、お気軽にお問い合わせください。 

 

～主な訓練内容～ 

1.PCスキルアップ訓練 2.コミュニケーション訓練 3.就職活動に向けた準備 

4.グループワーク   5.実務訓練  6.資格取得学習 

これらをベースとした50以上のプログラムで「社会人基礎力」を身につけます！ 

 

※利用は体験講習のあと順次面談を行い、決定します。 

 

 《お問い合わせ・お申し込み》 

NPO法人 札幌チャレンジド 移行グループ（大山・中川・金澤） 

電話：011‐769‐0843 FAX：011‐769‐0842 

mail：challenged@s-challenged.jp 

随時、見学受付中です！ 

お気軽にお問い合わせください 
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 コラム 「パソコン Q&A」 （参照 「パソコンＱ＆Ａ ブログ・ポポックルの部屋」 
                          http://pasoo9.blog95.fc2.com/） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

Q．「クリップボード」って何ですか？ 

Ａ．クリップボードとは、コピー（画像も含む）したデータを一時的に保存しておく「仮置

き場」のことです。パソコンに限らず、スマホにもクリップボードは存在します。 

1．Windows10には、クリップボードの履歴の記録と

呼び出し機能が標準搭載されています。 

また、クリップボードには画像も保存できます。 
 

クリップボードの履歴は、一度PCをシャットダウンし

たり、再起動すると全て削除されますが。削除したくな

いデータはピン留めしておくことで保存できます。 
 

なお、クリップボードの履歴を利用するには、あらかじ

め設定画面から「クリップボードの履歴」をONにする

必要があります。 

（手順は下記を参考） 
 

(1)「スタート」ボタンをクリックし「設定」→「シス

テム」の順でクリックします。 

(2) 左側にある「クリップボード」をクリックして、 

(3)「クリップボードの履歴」をONにします。 

3．Windows10のクリップボードでできること 

2．Windows10のクリップボードの使い方 

どのソフトでも使えますが、ここでは「ワード」を使って
います。 

(1) まず、複数のデータをそれぞれコピーしておきます。 

(2) 貼り付ける場所にカーソルを当て「Windows キー 」

キーを押したまま「V V    」キーを押して履歴一覧を表示

します。 

(3) 貼り付けしたい内容を一覧から選び、クリックまたは

「Enter」で貼りつけます。 

クリップボードの右上にあるメニューボタン「・・・」をクリックします。 

(ア) 履歴の削除(削除) 

削除したいデータを個別に削除することができます。 

(イ) 履歴のピン留め（ピン留めする） 

クリップボードの履歴は、一度PCをシャットダウンしたり、再起動すると

全て削除されますが、削除したくないデータはピン留めしておくことで保

存できます。 

(ウ) 履歴の一括削除(すべてクリア) 

履歴が溜まり素早く呼び出せない場合などは、一括削除することで、ク

リップボードをリセットできます。 

 

(4) クリップボードから選択したデータが貼りつけられました。 
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 札チャレクリスマス会 開催中止のお知らせ 

会費・寄付の納め方 

１．郵便振替 

郵便局においてある振替用紙でお納めいただく 

（1,000円の場合は窓口手数料203円、ATM手数料152円） 
 

＜振込先＞口座番号 ０２７５０－５－１３４６ 

「特定非営利活動法人 札幌チャレンジド」 
 

２．銀行振り込み 

（北洋銀行から1,000円を振り込む場合、手数料110円） 
 

＜振込先＞北洋銀行 札幌西支店 普通 ３９６６０８３ 

「特定非営利活動法人 札幌チャレンジド 理事長 加納尚明」 
 

３．現金書留で送っていただく 

４．札幌チャレンジドの事務所にお持ちいただく 

５．訪問講習を受けている方は、訪問講師にお預けいただく 

 毎年多くの方にご参加いただいておりました札チャレクリスマス会ですが、今年

度も新型コロナウイルスの感染状況に鑑み、中止とさせていただくことになりまし

た。 

 開催を楽しみにしてくださっていた方々、毎年バザーなどのお店を出していただ

いていた団体の皆様には大変申し訳ございませんが、何卒ご理解の程よろしく

お願いいたします。 
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札幌市障がい者ＩＣＴサポートセンター   ＦＡＸ番号:０１１－７６９－０８４２ 

障がいのある方を対象としたパソコン＆タブレット講習受講申込書   

HSK 札幌チャレンジド通信 
昭和48年1月13日第3種郵便物承認 
発行：2021年12月10日（毎月10日発行） HSK通巻597号Vol.240 

「札チャレ通信」 

次号発送予定日 

1月7日（金） 

 

 氏  名 

                     年 齢  性 別 

     男 ・ 女 

 住  所 

 電  話 

〒     － 
 
 
 

電  話   番  号 （     ）－ 

ファックス 番  号 （     ）－ 

障がい 

の種別 

及び状況 
  

ご希望の 

日程と 

講習内容 

※受講案内書「2 講習内容」「10 講習日程」を参照 

 

①受講希望月と曜日： 2 月  曜日 

②講習内容： 

 

１ 無  

２ 有 （どちらかに〇）➝  ・パソコン      ・タブレット 

（どちらかに✓）□習ったことがある  □少し使用した経験がある  

視覚に障がいのある方（いずれかを○で囲んでください） 

 ①使 用 機 器 ： ・音声読み上げソフト ・画面拡大機能 ・両方 

 ②入 力 方 法 ： ・6点入力  ・フルキー入力 

聴覚に障がいのある方（必要な対応を○で囲んでください） 

 ・手話通訳           ・筆談サポート 

その他特記事項等   


